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● 本号に平成 26年度事業報告を掲載しました 

平成 27 年度（2015 年度）第１回理事会 
（定款第 36 条に基づく「決議の省略」による） 
理事会の決議があったとみなされた日 
平成 27 年 5月 15 日 
第 1 号議案「平成 26 年度事業報告書」承認の件、第 2
号議案「平成 26 年度決算報告書」承認の件、第 3 号
議案平成 27 年度第 1 回評議員会（定時）招集の件に
ついて、書面による同意の意思表示にて可決しました。 

 
平成 27 年度（2015 年度）第２回理事会 
日時：平成 27 年６月 14 日（日）午後 2時 
場所：斜里町公民館ゆめホール知床 会議室２ 
出席者は理事９名、監事 1名、評議員４名、顧問 1名。 
賛助会員と寄附金の募集状況、業務執行報告がなされ
たほか、寄附要請行動や当面の事業展開とスケジュー
ルについて協議がなされました。 

平成 27 年度（2015 年度）第１回評議員会 
日時：平成 27 年６月 14 日（日）午後 1時 
場所：斜里町公民館ゆめホール知床 会議室２ 
出席者は評議員４名、理事９名、監事 1名、顧問 1名。 
第 1 号議案「平成 26 年度事業報告書（案）」と第 2号
議案「平成 26 年度決算報告書（案）」について、原案
通り可決。賛助会員と寄附金の募集状況、業務執行報
告がなされました。 
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INTERVIEW  

  
̶10 周年に関連し、新聞やテレビなどのメディアで午来さんの姿をたくさんお見かけしました。（※１） 
 
テレビは時間が足りなかったですね。伝えたいことがたくさんあっても、「30 秒でお願いします」なんて言われるので、
要領よくまとめなければ（笑）。札幌や斜里の孫から「じいちゃん、見たよ」と電話がかかってきました。他にもたく
さんの人から「見た」と言われてね。反響の大きさを実感しました。国内はもちろん、世界にどれだけ知床のことを発
信できるかが課題だと思っているので、マスコミの力も借りないといけません。 
 
̶知床自然大学院大学構想についても、多くのメディアで発信されていたような気がします。 
 
近い未来に設立の思いを具現化することが、知床への恩返しだと思っています。一人で頑張っていてもしょうがないの
で、財団の役員、応援してくださる皆さん、力を合わせて頑張っていきたい。知床で培った自然保護の価値観を広めて
いくことは、民間の財団だからこそできることだと思います。 
 
̶遺産登録後 10 年間の知床の動きについて、どんな感想をお持ちですか。 
 
遺産登録時に課題として挙げられたダム（河川工作物）対策も、エゾシカ対策も、前向きにやっていると捉えています。
10 年を経てまた課題（※２）が出されたので、欲を言えばもっとスピーディーにできないかという気持ちはあります
が、今後に期待します。エコツーリズムに関しては、近隣の町も含めてもっと広がらないかなと思います。あとは地元
のおもてなしとして、英語、ロシア語、中国語、韓国語などができる人材がいなければ、と思いますね。 
 
̶知床自然大学院大学設立に向け、今後午来さんが行いたいこと、考えていることを教えてください。 
 
北海道が「知床条例」や「知床の日」制定を検討していますよね（※３）。大学院設立についても、知事に会ってお話
したいと思いますよ。地方の少子高齢化はどんどん進んでいます。子どもたちへ何が残せるか、どんな文化を創造して
あげられるか。それには大学院大学が必要で、知床だからこそそれができるのです。町長を辞めて８年が経ちますが、
今も各地で講演活動を行っています。人の心を動かすには、自分の言葉で、自分の声で、思いを理解してもらう努力を
続けていかなければならないと思っています。格好つけていてもしょうがないのでね（笑）。 
 
 

,K� H  
1936 >�FhR���P��	 67�83 >�
FhRa&a0	 W@�\N'be*�#B

� �!���M*��86>�Li?+^1
LE<�W@3JL�%D_S�U]��

����G�-:e*�=l	 Z>Rkf�

(o��5��EC�A�FhRk�;$�

�	 93>���W@�"T\NgQVj�/
	�M*	 2005 > 7 I���6�9O

�	 07>�20>m�Rk[�)d��13>
�W@\N78n78`Xc2�`X��	  

元斜里町長で当財団設立者・評議員の午来昌さんに、 
知床の世界自然遺産登録 10 周年についてお聞きしました。 
 

※１…登録日の７月 17 日までに、新聞各紙や北海道
ローカル局を中心としたテレビ各局の取材が相次ぎま
した。午来さん自身も 17日、NHK 北海道「ほっとニ
ュース北海道」で知床五湖からの生中継に出演。 
 
※２…IUCN（国際自然保護連合）は、６～７月にドイ
ツのボンで開かれた第 39 回世界遺産委員会で、ダム
（河川工作物）の扱いや、トドの保全などについて一
層の善処を求め、知床の保護管理にさらなる「宿題」
を出しています。 
 
※３…北海道は平成 27年度中に、「北海道知床世界自
然遺産基本条例（仮称）」を制定し、７月 17日を軸に
「知床の日」を設ける方針を明らかにしました。（７月
２２日、北海道新聞朝刊参照） 
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知床コラム 
地元斜里町、羅臼町在住の役員が、知床の今や自然環境について綴ります。 

知床・世界遺産登録から 10年   
斜里町在住 業務執行理事 中川 元  

  
 10 年前の 2005 年 7 月 17 日、南アフリカ共和国のダーバンで開かれた世界遺産委員会で、知床の世界遺産登録
が決まりました。我が国では３番目に登録された世界自然遺産です。登録に至る道は決して平坦ではありませんでし
た。審査機関である IUCN（国際自然保護連合）による現地調査の後、保護強化や海域拡大を求める書簡が日本政府
に送られ、登録にあたっては５項目の勧告が付帯しました。 
 それは、サケ科魚類の移動を妨げている河川工作物の改善や、海洋資源保全のための海域管理計画の策定、増加し
たエゾシカ対策などでした。2008 年 2月にはユネスコ世界遺産センターと IUCN合同の調査団が来日し、勧告の履
行状況について現地調査が行われました。これらの課題に取り組んだのが、登録の前年に発足した科学委員会です。
知床世界自然遺産地域科学委員会とそのワーキンググループには、我が国の第一線で活躍している野生生物の研究者
が揃い、蓄積された研究成果をもとに具体的対応策が検討され、実施されて行きました。 
 海と陸のエネルギー循環に重要な役割を果たしているサケ科魚類。改善が必要な河川工作物が洗い出され、これま
でに 13 基のダムが改善されました。知床の沿岸域は我が国有数の漁場です。世界遺産エリアは沖合３km までの海
域を含みますが、そこではサケの定置網漁や冬のスケトウダラ漁が行われています。多様な海洋生物の保全と漁業の
両立を実現する、知床海域の多利用型管理計画が、2007 年に策定されました。増えすぎて森林や草原の植生に大き
な影響を与えていたエゾシカの個体数調整も進められ、知床岬では植生の回復が見られるなど、その効果が現れてい
ます。観光利用が環境に与える影響を低減し、良質な自然体験と環境保全とを両立させるための「知床エコツーリズ
ム戦略」も策定されました。これらの取り組みは、世界遺産センターの現地調査でも高く評価されています。科学委
員会が常設され、専門家と各行政機関、地元関係団体が横に連携する保全体制も、我が国では先進的で今後のモデル
になるものでした。現場の実行体制として知床財団の役割が大きく評価されています。斜里町が設立した知床財団は、
2006 年に羅臼町が共同設立者として参画し、世界遺産エリアを両町共同で一元的に管理する体制ができました。知
床財団では世界遺産エリアのみならず両町全域のヒグマ管理も担っています。 
 ヒグマと人との共存は大きなテーマです。知床五湖では、静寂な環境で安全に自然を楽しむためのルールが定めら
れました。住民の居住エリアや農漁業地帯でも、ヒグマの出没に知床財団のスタッフが対応し、トラブル防止策が常
にとられています。ヒグマに限らず、野生動物と人との関係は常に流動的で変化しています。人と野生動物との間に
起こる問題は、その状況を的確に見極め、有効な対策をとりながら問題解決にあたることが重要です。現在、日本各
地で野生動物と人間との軋轢が頻発しています。その問題に対処できる専門家が全国に配置されることが求められて
います。 
 その専門家を知床で養成しようというのが知床自然大学院大学の構想です。世界遺産になった知床では、科学委員
会を中心とした先進的な保護管理策がとられてきました。その以前から知床では様々な保護問題が持ち上がり、調査
研究の蓄積や研究者のネットワークが築かれてきました。知床百平方メートル運動に代表される、地元と全国の人た
ちが連携した保護活動の実績もあります。知床には多様な自然資源があるだけでなく、共存策を担ってきた人的資源
やノウハウの蓄積があるのです。これらの資源を活用し、保護管理の「現場」で高度の専門家養成を行う教育機関、
それが知床自然大学院大学です。この構想の実現には多くの皆さんの協力と支援が必要です。よろしくお願いいたし
ます。 
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アベルとの和解の道  
                    ～自然との復縁はできるのだろうか 
   

 
羅臼町在住 事務局長理事 金澤 裕司  

  
 
 旧約聖書のカインとアベルの物語はよく知られている。ふたりはアダムとイブの長男と次男である。彼等は神に捧
げ物をした。カインは農耕者として最も上質な畑の作物を、アベルは羊飼いとして仔羊の中から最上のものを捧げた。 
 神はアベルの捧げ物にだけ目を留め、カインの物は無視した。 
 怒ったカインは、アベルを野に連れ出して殺す。人類最初の殺人とされている。 
 
 この物語を農耕文化と狩猟・牧畜文化との対立の象徴とする解釈がある。そう聞けば確かに納得できる点がいくつ
もある。 
 狩猟採集によって、あらゆる食物を自然から獲得していた人類は、有用な植物を栽培したり動物を飼育したりして
食料を自らの手で生産するようになる。その結果農耕文化と狩猟や遊牧の文化が生まれてきたと考えてよいだろう。 
 いずれの方法も生産のためには大地を利用する。遊牧や狩猟は、現にある環境を利用し原則として積極的に環境を
変えることはないが、農耕は土を耕して広大な面積に特定の作物を育て、環境を単純化してしまう。どちらのインパ
クトが大きいかは比べるべくもない。 
  産業分類ではどちらも「一次産業」ということになるが環境への負荷という点では大きな違いがあるということに
ならないか。 
  ここから対立する二種類の文化が生まれたと考えてもいい。世界史に登場する数々の戦争や侵略も古くはこの対立
に起因しているだろう。 
 旧約聖書によればその後、カインの子孫たちは神から離れて都市建築者、家畜飼い、音楽家、鍛冶屋などになった、
と書かれている。 
  やや乱暴な筋立てかも知れないが、二次産業、三次産業など近代文明が作り出した社会経済システムの源は、すべ
て農耕文化が源になっていると言えるのではないだろうか。 
 聖書の内容を自分勝手に解釈することは真摯な信仰を持っている方々に失礼かも知れない。だが、僕にはどうして
もこの部分が現代社会を予言的に暗喩しているように思われる。 近代文明が資源の収奪によって自然環境を破壊す
るばかりに留まらず、破壊した跡に都市を築いて市場を広げることで一層の繁栄を追求しようとしている姿と重なっ
て見えてしまうのだ。 
  そして、極度な虫嫌い、病的にさえ感じられる過度の清潔志向、自然環境への無理解などの振る舞いを見、声を耳
にするたびに、現代の都市生活者の自然との乖離はますます進んでいることを実感し嘆かわしく思ってしまう。 
  また、アレルギーの発症など生理的な問題の根本的な原因の一つもこの辺りに潜んでいるような気がする。 
 ひょっとすると大型野生動物の管理だけでは人間と自然が「和解」することは難しいのかも知れない。真に自然と
和解するためには我々はいったいどの時点まで戻ればいいのだろう。どのような社会のあり方が自然と調和し、持続
可能な生活を続けられるのだろう。 
 カインの犯した罪を消すことが不可能であるようにもう元に戻れない道を歩み続けることになるのだろうか。 
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Q：日本有数の漁業基地・知床ですが、この中で知床の港に揚がらない魚は何でしょう？ 
               １、 サケ（鮭） 

２、 サンマ（秋刀魚） 

３、 ブリ（鰤） 

 
 

Ａ：知床の港に揚がらないのは ２、サンマ（秋刀魚）です。   

新鮮で美味しい魚介類は、知床観光に訪れる人の楽しみの一つだと思います！ 
斜里町側（オホーツク海側）の主な魚種は何と言ってもサケ・マスです。斜里第一漁業協同組合とウトロ漁業協同組合
の 2 つの漁協がある斜里町は、実は 12 年連続で秋サケの水揚げ日本一を誇る町。毎年 2～３万トンを定置網漁で水揚
げしています。秋にふるさとの川をのぼるサケ科魚類は、ヒグマなど森の生き物の餌となり、海から陸へ続く豊かな知
床の生態系を保つ役割も果たしてくれています。 
  
一方、羅臼町側（太平洋側）ではスケトウダラ、ホッケ、サケ・マスなどさまざまな魚種が水揚げされますが、ここ数
年は、サケの定置網で混獲されるブリの豊漁が注目されています。ブリのような南方系の魚が羅臼で多く獲れるのは意
外なようですが、近年海水温が上昇しているせいか来遊量が増えている模様。これも環境変化の影響の一つかもしれま
せん。そのほかイカについても、ここ数年で漁獲量が爆発的に増えたようです。 
 
サンマについては、北海道では釧路や根室などが主な水 
揚げ港です。しかし知床沖にサンマがいないわけではあ 
りません。漁港混雑の関係で陸揚げされていませんが、 
10 月になると羅臼沖では根室から来たサンマ漁船が数 
時間操業しては根室へ戻り水揚げしています。 
 
ほかにも全国的に有名な羅臼のコンブ、エゾバフンウニ 
など、多くの魚介類が育まれる知床の海。世界自然遺産 
の中で、こんなにも漁業活動が盛んに行われている場所 
はほとんど例がないそうです。 
 
豊富な水産資源を大切にしながら、地域経済を維持・発 
展させていくこと。そのことが、持続可能な地域社会を 
つくっていくために必要なことだと思います！ 
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知床の地域資源 Q＆Ａ  第２回 
 知床自然大学院大学は、地域資源を大切にしながら持続可能な社会を実現する専門家の養成を目標としています。こ
こではクイズ形式で、知床の地域資源について解説します。知床についてよく知っている人も、実はよく知らないとい
う人も、気軽にチャレンジしてみてください！第２回目は斜里、羅臼両町で盛んな漁業についてです。 

 

秋サケの水揚げ風景（斜里漁港）＝2014 年 10 月 
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■□■ 平成26年度事業報告 ■□■ 
 

  
平成 26 年度は公益財団法人として積極的な公益目的事業への取り組みを行うと共に、公益法人制度に則った正確な組
織運営に努めました。公益事業では、知床大学院大学の具体的計画を専門家による計画策定専門委員会を中心に進めた
ほか、ワイルドライフマネジメントフォーラムや講演会の開催、ニュースレターの発行やネットを活用した広報活動を
行い、大学院大学設立に向けた準備と広報活動を展開しました。 

 
Ⅰ 当財団の公益事業 
 １ 知床自然大学院大学設立準備事業 
（１）知床自然大学院大学計画策定専門委員会の開催と計画策定作業 

 
 前年度に発足した計画策定専門委員会の第２回と第３回を開催し、大学院計画策定に向けた議論を深めました。 
 また専門委員以外の専門家等からの意見を聴取し、理事会での議論も含めて検討作業に反映させました。 
   
  第２回計画策定専門委員会 

日時：平成26 年 7月 14 日（月） 午前９時～12 時 
場所：TKP 品川カンファレンスセンター（東京都） 
参加者：専門委員８名、オブザーバー１名、事務局１名 
主な協議事項：基本コンセプト、研究科や専攻の名称、運営体制 
 

  第３回計画策定専門委員会 
日時：平成27 年３月9日（月） 午後２時～５時 
場所：北海道立道民活動センター かでる 2.7（札幌市） 
参加者：専門委員９名、オブザーバー２名、事務局２名 
主な協議事項：大学院の基本的なあり方、 
経営計画や施設計画の考え方、受け入れ学生や卒業後の進路等 
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 2 普及啓発・広報事業及び調査研究事業 
（１）ワイルドライフ・マネジメント・フォーラム in 札幌 

     「野生動物と共生する地域づくりを目指して」の開催 
 

＜開催概要＞ 
日時：平成 26 年 11 月 12 日（水） 午後 6時 30 分～９時 
会場：北海道立道民活動センター かでる 2.7 （札幌市） 
講師：梶光一東京農工大教授（当財団理事）、増田泰知床財団事務局長、 
   佐藤喜和酪農学園大教授、中川元業務執行理事、    
参加者数：124 名 
 
実施状況・成果 
自然と共生する地域づくりはどうしたらよいのか。その現状と課題や、そのための人材をどう養成するのかにつ
いて、報告とパネルディスカッションにより考察する機会となりました。パネルディスカッションでは、梶教授
の司会のもと、参加者からの質疑応答を受け、専門職として必要な能力やその養成方法などについて議論が展開
されました。講演内容はニュースレターに掲載したほか、ホームページでも紹介。フォーラムの計画と広報、会
場準備のために、札幌在住理事を中心に世話人会を組織し、5回の準備会合を行いました。 
 
 
 
（２） 講演会 in 知床「地域資源を生かしたまちづくり・人づくり」の開催 

 
＜開催概要＞ 
日時：平成 27 年 3月 15 日（日） 午後２時～4時 30 分 
会場：斜里町公民館ゆめホール知床 （斜里町） 
講師：敷田麻実・北海道大学高等観光学研究センター教授、知床世界遺産エコツーリズム検討会議座長 
   午来昌元斜里町長（当財団評議員）、田中俊次代表理事、中川元業務執行理事 
参加者数：50 名 
 
実施状況・成果 
敷田教授の講演では、まちづくりの意味、地域資源の活用から 
再投資、地域づくりへの戦略、そして人材養成の重要性につい 
て、論理的かつわかりやすい話がありました。また中川業務執 
行理事が策定中の大学院計画の概要について説明し、質疑を受 
けました。 
参加者からは計画に対する具体的な質問のほか、設立の意義を 
評価し期待する意見が出されました。内容はニュースレターで 
報告するとともに、ホームページにも掲載。参加できなかった 
賛助会員や地元住民、関係者等に広く内容の共有を図りました。 
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（３）会報誌「設立財団ニュースレター」の発行 
 

 当事業年度は会報誌を 3 回発行し、賛助会員や関係者、関係機関等に送付するとともに、ホームページに PDF
版を掲載しました。 
 
＜第 3号＞  
発行日：平成26 年 9月 5日  部数：700 部 
主な内容：平成 25 年度事業報告、知床コラム（中川元、金澤裕司）、理事会・専門委員会報告 

 
＜第４号＞  
発行日：平成26 年 12 月 15 日  部数：700 部 

  主な内容：ワイルドライフマネジメントフォーラム in 札幌報告、 
       知床コラム（石川勝）、理事会報告 

      
＜第５号＞  
発行日：平成27 年 3月 31日  部数：700 部 
主な内容：講演会 in 知床報告、知床の地域資源Q＆Ａ、 
     理事会・専門委員会報告 
 
 
（４） ネットを活用した広報活動 

 
＜ホームページの運用＞ 
設立趣旨や定款等の基本情報や活動内容紹介、事業報告・決算報告の情報公開などの場として随時更新しました。 
 
＜ブログの開設＞ 
平成 26 年９月より「知床自然大学設立財団ブログ」を開設し、ワイルドライフマネジメントに関する話題や知床
の自然情報、主催行事案内などの記事を投稿・掲載し、多くのアクセスがありました。 
 
＜Facebookの運用＞ 
昨年度に続き、設立財団の Facebook を活用し、行事案内や自然情報など幅広い情報を提供。賛助会員や支援者
との交流の場となりました。「いいね」は昨年度末から倍増し、400 件を越したことからも、利用者は確実に増え
ていると考えられました。 

 

知床自然大学設立財団ブログ 
http://blogs.yahoo.co.jp/u_shiretoko 

知床自然大学設立財団Facebook 
https://www.facebook.com/pages/�����-
�
���	��	����/192028480936317 
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（５） 地元自治体への働きかけと連携 

 
田中代表理事ら役員が、平成 26年 7月 7日に斜里町役場を、8月 21 日に北海道庁を訪問。設立財団の活動状
況を報告したり、意見交換を行ったりして活動に理解と協力を求めました。また 10月８日には北海道立総合研
究機構を訪問しました。 
 
 
（６） 関係団体との協力関係構築と連携による広報・普及活動 

 
＜第 70 回日本ユネスコ運動全国大会（知床大会）への参加協力＞  
平成 26 年６月 7日、斜里町のゆめホール知床で知床国立公園 50周年記念事業としてユネスコ運動全国大会が
開催され、パネルディスカッションの企画運営に協力しました。基調講演に石弘之氏（当財団評議員）、パネル
ディスカッションコーディネーターに中川元業務執行理事、パネリストに松田裕之横浜国立大教授（当財団計画
策定専門委員）、提言に午来昌元斜里町長（当財団評議員）が参加しました。またユネスコスクール若者のつど
いのコーディネートと司会を金澤裕司理事が担当しました。 

 
＜地元関係団体・環境関係団体との協力関係構築と連携＞  
平成 26 年８月に北海道新聞社を訪問したほか、10月には地元と道内・全国を結ぶ組織である、札幌斜里会、
東京斜里会、東京「北海道倶楽部」交流会、11 月には東京清里会に役員が参加。パンフレット配布などを通じ
て活動 PR と支援協力依頼を行いました。また 10 月に東京で行われた北海道ふるさと会連合会のイベント会場
にもパンフレットを設置しました。イベント等の広報活動では北海道市民環境ネットワーク（北ネット）との連
携を強め、加盟 150 団体への広報を行いました。 

 
 
（７） 報道機関への情報提供と取材対応 
 

フォーラムや講演会等の開催案内や活動情報の提供を行ったほか、朝日、毎日、読売、北海道新聞等の各新聞社、
共同通信社、NHK・HTB・STV・UHB等の各放送局より取材を受け、ニュース報道、知床世界遺産関連報道等
で随時掲載、放映されました。 

 
 
（８） 新パンフレットの作成と行事案内を通した広報活動 

 
平成 26 年 8月に賛助会員募集と寄附要請のための新パンフレットを 
5000 部制作し、12 月にはさらに5000 部増刷しました。役員や 
関係者を通じて配布したほか、イベント会場や DM でも配布、北海 
道内の環境団体 480 団体にも郵送しました。 
加えてフォーラムや講演会の PR チラシ（計 8000 枚）の中でも大 
学院大学設立構想や財団の活動を紹介し、環境関係団体・協力団体 
のネットーワークや新聞込チラシとして配布しました。 
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（９）調査研究事業 
 

昨年度に引き続き、野生生物保護管理に関する論文等の文献調査と収集を行いました。また専門職の現場教育の
方法や意義、可能性に関する調査研究を継続し、平成 26年 10 月に愛知県犬山市で開催された「野生生物と社会
学会大会」で発表を行ったほか、文科省認可申請にあたって必要なデータ収集のための調査研究について、計画
策定専門委員会の中で方法を検討しました。 

 

 
Ⅱ 理事会及び役員等に関する報告 
 １ 理事会 

 
＜平成 26 年度第1回理事会＞ 
開催日時：平成 26 年 5月 25 日（日） 
開催場所：斜里町ゆめホール知床会議室２ 
決議事項 
第 1 号議案「平成 25年度（2013 年度）事業報告書」承認の件 
第 2 号議案「平成 25年度（2013 年度）決算報告書」承認の件 
第 3 号議案「知床自然大学院大学計画策定専門委員」の選任の件 
第４号議案 平成 25 年度第2回評議員会（定時評議員会）招集の件 
以上、原案通り可決しました。 

 
 
＜平成 2６年度第2回理事会＞ 
開催日時：平成 26 年 6月 8日（日） 
開催場所：知床第一ホテル会議室  
決議事項 
第 1 号議案 代表理事及び業務執行理事選任の件 

   第 2 号議案 業務執行理事 1名の常勤化に関する件 
以上、原案通り可決しました。 

 
 

＜平成 26 年度第４回理事会＞ 
開催日時：平成 27 年 3月 22 日（日） 
開催場所：斜里町ゆめホール知床会議室２ 
決議事項 
第 1 号議案「平成 27年度（2015 年度）事業計画（案）」承認の件 

      第 2 号議案「平成 27年度（2015 年度）収支予算（案）」承認の件 
        （資金調達および設備投資の見込みを含む） 

以上、原案通り可決しました。 
 
  

＜平成 26 年度第3回理事会＞ 
開催日時：平成26 年 11 月 16 日（日） 
開催場所：斜里町ゆめホール知床会議室２ 
報告事項 
・ 2014 年度上期の事業報告・財務状況報告 
・ 第２回大学計画策定専門委員会報告 
・ ワイルドライフマネジメントフォーラム in 札幌開催報告 
・ 賛助会員の加入状況及び寄附金状況の報告 
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氏名 就任年月日 略歴 

顧問 大泰司紀之 2013 年 1 月 22 日 
知床世界自然遺産地域科学委員会委員長 

北海道大学名誉教授 

顧問 松浦晃一郎 2013 年 1 月 22 日 
公益財団法人日仏会館理事長 

前ユネスコ事務局長 

顧問 渡辺綱男 2013 年 1 月 22 日 
国連大学シニアプログラムコーディネーター 

元環境省自然環境局長 

相談役 丹保憲仁 2013 年 1 月 22 日 
北海道立総合研究機構理事長 

北海道大学名誉教授（第 15 代総長） 

����	 � 2015. 7. 31 

  

１-２ 役員等に関する事項 ※2015 年（平成 27年）3月 31 日現在 
 
 ＜役員＞ 

役職 氏名 就任年月日 担当職務 略歴 
理事 田中俊次 2013年1月22日 代表理事 東京農業大学教授 
理事 中川 元 2013年1月22日 業務執行理事 元知床博物館館長 
理事 上野雅樹 2013年1月22日 業務執行理事 知床ユネスコ協会事務局長 
理事 家村充尋 2013年1月22日   知床ユネスコ協会会員 
理事 石川 勝 2014年 6月 8日  羅臼町教育委員長 
理事 梶 光一 2013年1月22日   東京農工大学教授・日本哺乳類学会理事長 
理事 金澤裕司 2013年1月22日   羅臼町教育委員会自然環境教育主幹 
理事 齋藤卓也 2013年1月22日   公益財団法人北海道環境財団評議員 
理事 鈴木幸夫 2013年1月22日   会社員・日本聖公会東京教区監事 
理事 滝澤大徳 2014年 6月 8日   知床山考舎代表 
理事 前川和広 2014年 6月 8日  北海道生活協同組合連合会理事 
理事 三宅雅久 2014年 6月 8日  北海道ふるさと会連合会理事 
監事 木村耕一郎 2013年1月22日   斜里町議会議長 
監事 廣川昭廣 2013年1月22日   税理士 

 
※ 役員報酬を支給している常勤役員は1名。役員には当法人の事業・業務に関する必要な経費を、本人からの申

請に基づき支給している。 
※ 吉野英治理事より、一身上の都合による辞任届があり、平成27 年 3月 22 日に受理した。  

 

  ＜顧問及び相談役＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 理事会の諮問に応じて当法人の事業・業務に対して指導・助言などのご支援をいただいている。 
※ 報酬は支給していないが、代表理事から委任された当法人の事業・業務に関する必要な経費を支給する場合があ

る。 
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 ２ 評議員会 
 
＜平成 26 年度第1回評議員会（定時）＞ 
開催日時：平成 26 年 6月 8日（日） 
開催場所：知床第一ホテル会議室 
決議事項：第1号議案「平成 25年度（2013 年度）事業報告書（案）」承認の件 

第 2 号議案「平成 25年度（2013 年度）決算報告書（案）」承認の件 
第 3 号議案 理事選任の件 
第４号議案 業務執行理事 1名の常勤化に伴う報酬額決定の件 
以上、原案通り可決しました。 
 

  報告事項：賛助会員の加入状況及び募金に関する報告 
       その他の業務執行報告 
   
 
２-２ 評議員に関する事項 ※2015年（平成 27年）3月 31 日現在 
   
 ＜評議員＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ 報酬を支給している評議員はないが、当法人の事業・業務に関する必要な経費を、本人からの申請に基づき支給  

している。 
 
 
 Ⅲ 法人の運営状況について 
  
 １ 事務局の状況 
常勤の業務執行理事 1 名と非常勤の事務局長（理事）1 名、常勤の事務局員 1 名による運営体制としています。必
要に応じて代表理事及び業務執行理事が事務局における決裁業務を分担職掌しているほか、会計処理や決算において
は理事２名が在宅で事務局をサポートしています。会計処理の正確性と効率化を図るため、平成 26年度より会計ソ
フトを導入しました。 
 

役職 氏名 就任年月日 略歴 

評議員 石 弘之 2013 年 1 月 22日 環境問題研究者 

評議員 上野洋司 2013 年 1 月 22日 知床斜里町観光協会会長 

評議員 午来 昌 2013 年 1 月 22日 元斜里町長 

評議員 鈴木眞吾 2013 年 1 月 22日 元斜里町教育委員長・知床ユネスコ協会会長 

評議員 土橋利文 2013 年 1 月 22日 斜里町商工会会長 

評議員 深山和彦 2013 年 1 月 22日 ウトロ漁業協同組合代表理事組合長 
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 ２ 税額控除団体の認定 
平成 26 年８月８日、当法人は内閣総理大臣から「税額控除に係る証明」を受けました。これに伴い、寄付金控除の
選択肢が拡大し、従来の所得控除に加え、新たに税額控除制度が適用されることとなりました。 

 
 
 ３ ファンドレイジングの状況（賛助会員と寄附金について） 

 

  種別 予算（件数） 予算（金額） 実績（件数） 実績（金額） 

賛助会員 

個人 200 1,000,000 114 570,000 

団体 20 200,000 4 40,000 

法人 40 2,400,000 31 1,340,000 

小計 260 3,600,000 149 1,950,000 

寄附金 --- 8,500,000 55 2,264,564 

合計 --- 12,100,000 --- 4,214,564 

大学院設立資金 目標額 --- 250,000,000 --- 219,312 
 
  
 
賛助会員募集と寄附金要請は、役員による要請行動のほか、環境関係企業や北海道、知床地域の地元企業、団体への
文書による要請（約 900 カ所）、パンフレットやホームページの活用、フォーラム･講演会等イベント会場での要請
を行いました。 
賛助会員については、個人は前年度からの継続会員が 72 名と 70％以上の更新率となりましたが、新規会員が 41
人と目標に届きませんでした。団体会員、法人会員は前年度会員が 100％の更新率となり、新規会員も昨年度の倍
の入会がありましたが、目標額には届きませんでした。 
寄附金は目標額（予算額）の 30％弱に留まりました。大学設立資金の確保については、オンライン寄付サイト
「GiveOne」に参加し、1ヶ月の E-チャレンジ期間中に 57,000 円の寄附がありました。しかし、平成 26 年度中に
本格的な設立資金確保の要請活動に入ることができなかったために、寄附金は219,312 円に留まりました。 
 
 
  
 次ページより、平成 26 年度決算書類（貸借対照表、正味財産増減計算書）を掲載しました。 
  
 
 
 
 
 

（金額単位：円） 
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��#�� 2015. 7. 31 

 

知床自然大学院大学設立財団は、 

活動を支援してくださる 賛助会員、寄附金 を募集しています 
会員の皆様の中で2015 年度会費未納入の方におかれましては、 

新年度(2015 年度)分の会費納入をお願いします 
（会員の年度は４月１日～3月 31 日です） 
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この財団の目的に賛同する個人・団体・法人が会費を通
じて支援するものです。 
 
 
��	���

個人会員：5,000円 
団体会員：10,000円 
法人会員：20,000円 
法人特別会員：100,000 円 
※年度ごとの納入となります。 
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パンフレット付属の「払込取扱票」と「申込書」をご使
用ください。（パンフレットご希望の方は、下記事務局
までご連絡ください） 
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当財団のニュースレター、講演会やセミナーの案内情報
を優先的にお送りします。 
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寄附金も随時募集しています。 
賛助会員加入同様にお申し込みください。 
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ゆうちょ銀行    記号 19940 （普）10138691 
（※他の金融機関から 店名九九八 番号 1013869） 
北洋銀行斜里支店    店番 452（普）3119440 
北海道銀行斜里支店   店番 904（普）0530326 
網走信金斜里支店    店番 003（普）0284957 
大地みらい信金羅臼支店 店番 003（普）1072873 
 


